第9 回L-Band RF Gun 開発G会合

日程：2009年4月24日(金)

時間：13：30 – 14：30

出席者：早野、浦川、杉山、磯山、加藤、柏木(KEK)、作美、神戸（東大）、栗木（広島）

ビオデ接続：52869

◯作美氏より東京大学のメンバーの紹介と今後の進め方について説明があった。

神戸氏がLバンド電子銃空洞の熱計算をAnsys
で行うことになった。フルスペックのバージョンを利用し、Super-FishでのRFの計算結果による発熱、冷却配管の効果を取り込んで計算する。

Q: タイムスパンは？一ヶ月くらいで最初の結果がでると望ましい。

A: 基本的な計算は3週間位でできるだろう。

Q: 計算は三次元で、冷却配管のトポロジーなども入れ込めるのか？

A:そうだ。冷却水の入り温度なども設定可能だ。

◯柏木氏よりFNAL空洞の周波数調整の現状報告があった。

STFで周波数調整と計測、ビーズ計測をしている。空気の効果で+390kHz、温度で22kHz/K、ロウ付けで0kHzの変化を仮定すると、目標は 1300MHz + 160kHzである。現状は 1301.4MHzなので、およそ 1.2MHz下げる（押し込む）必要がある。Q値は22000程度（計算値は26000）。また6mmのセラミックでビーズ摂動測定(S11)を行い、

電場バランスは1.07(ハーフセル側が少し高い）となっている。またカプラーの内導体の入れ具合でカップリングが1から1.4程度変化する。

Q：空洞はいつFNALに送り返すのか？

A：来週送る。

Q:ビーム負荷から決まる最適なカップリングは？

A:見積りしてみる。

◯栗木よりレーザー開発の現状について報告があった。

IAP(Institute for Applied Physics)のEfgeny Khazanov氏との3/25の会合について報告する。オシレーターはほぼ完成し、制御など若干の手直しを予定。8月にアンプ部、10月にHG部のテストを行う。その時、ロシアに日本側から滞在して欲しいとの要請。

Q:パルス幅は？

A:10ps程度。

Q:レーザーの性能確認とトレーニングのため、ロシアへの派遣が必要。

A:アレンジする。

Q:レーザーのSTFの設置時のレイアウトについ検討状況は？

A:はっきり決まっていない。レーザーの移送からするとなるべく近くに置きたいが、振動が懸念材料だ。

Q:ファイバー伝送は可能か?

A:確認するが、ピークパワー的には可能だと思われる。テストが必要だろう。

◯栗木より、日本でのL-band　RF電子銃空洞製作検討について報告があった。

4/21にKEKの機械工学センターの高富氏と会合を持ち、空洞製作について検討した。基本的には外注になるが、S-band空洞の製作経験が生かせるだろう。また、検討のため詳細図面について要求があった。

Q:阪大で導入予定の電子銃の検討状況は？

A:詳細は決まっていない。STFと運転パラメーターなどが違うので検討を進めたい。

C:カソードまわりの形状については変更の可能性が高い。蒸着系と併せて検討したい。

C:空洞のサポート、カソード蒸着系、レーザー導入系、モニター系など各々について詳細をつめてほしい。

次回会合は6/1(月) 17：00より

文責 栗木

